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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年3月17日(2016.3.17)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
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【表４－３】

【誤訳訂正２】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
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【表４－４】

【誤訳訂正３】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
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【表４－５】

【誤訳訂正４】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
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【表４－６】

【誤訳訂正５】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
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【表４－７】

【誤訳訂正６】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
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【表４－８】

【誤訳訂正７】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
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【表４－１０】

【誤訳訂正８】
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【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下からなる群から選択される、１，３－プロパンジオール（PDO）の産生に有用なク
ロストリジウム・アセトブチリカム（Clostridium acetobutylicum）の菌株：
　ａ）以下のヌクレオチド変異をさらに含んでなる、受託番号I-4378としてCNCMに寄託さ
れたDG1 pSPD5 PD0001VE05c01株：
　 -　陽イオン輸送Ｐ型ＡＴＰアーゼ（トランスポーター）をコードする、クロストリジ
ウム・アセトブチリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C2137遺伝子座（locu
s）、ヌクレオチド配列2231570位でCが削除され、
　 -　転写制御因子（転写および翻訳制御）をコードする、クロストリジウム・アセトブ
チリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C0019遺伝子座、ヌクレオチド配列27
240位でCがTに置換され、
　 -　コバラミン依存性メチオニン合成酵素Ｉ（アミノ酸代謝）をコードする、クロスト
リジウム・アセトブチリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C0578遺伝子座、
ヌクレオチド配列670931位でGがAに置換され、
　 -　推定膜タンパク質（膜タンパク質）をコードする、クロストリジウム・アセトブチ
リカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C3309遺伝子座、ヌクレオチド配列3478
420位でCがTに置換され、
　 -　クロストリジウム・アセトブチリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)の、ヌ
クレオチド配列3927304位でAがGに置換され、および、
　 -　ＮＣＡＩＲムターゼ（核酸代謝）をコードする、クロストリジウム・アセトブチリ
カムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C0776遺伝子座、ヌクレオチド配列899104
位でAがGに置換される； 
　ｂ）以下のヌクレオチド変異をさらに含んでなる、受託番号I-4379としてCNCMに寄託さ
れたDG1 pSPD5 PD0001VE05c05株：
　 -　陽イオン輸送Ｐ型ＡＴＰアーゼ（トランスポーター）をコードする、クロストリジ
ウム・アセトブチリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C2137遺伝子座、ヌク
レオチド配列2231570位でCが削除され、
　 -　鞭毛スイッチタンパク質FliY（細胞運動性）をコードする、クロストリジウム・ア
セトブチリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C2215遺伝子座、ヌクレオチド
配列2307214位でCがTに置換され、
　 -　ガラクトースムタロターゼ関連タンパク質（炭水化物代謝）をコードする、クロス
トリジウム・アセトブチリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C3032遺伝子座
、ヌクレオチド配列3174743位でGがAに置換され、
　 -　Ｌ－乳酸脱水素酵素（エネルギー代謝）をコードする、クロストリジウム・アセト
ブチリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C0267遺伝子座、ヌクレオチド配列
299266位でGがAに置換され、
　 -　ＮｔｒＣファミリー転写制御因子（転写および翻訳制御）をコードする、クロスト
リジウム・アセトブチリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C3088遺伝子座、
ヌクレオチド配列3242900位でGがCに置換され、
　 -　ＨＡＭＰドメインを有する膜関連ヒスチジンキナーゼ（転写および翻訳制御）をコ
ードする、クロストリジウム・アセトブチリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)の
CA_C2434遺伝子座、ヌクレオチド配列2551103位でGがAに置換され、および
　 -　デオキシシチジン三リン酸デアミナーゼ（核酸代謝）をコードする、クロストリジ
ウム・アセトブチリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C0025遺伝子座、ヌク
レオチド配列36341位でAがGに置換される；
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ならびに
　ｃ）以下のヌクレオチド変異をさらに含んでなる、受託番号I-4380としてCNCMに寄託さ
れたDG1 pSPD5 PD0001VE05c07株：
　 -　陽イオン輸送Ｐ型ＡＴＰアーゼ（トランスポーター）をコードする、クロストリジ
ウム・アセトブチリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C2137遺伝子座、ヌク
レオチド配列2231570位でCが削除され、
　 -　転写制御因子（転写および翻訳制御）をコードする、クロストリジウム・アセトブ
チリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C0019遺伝子座、ヌクレオチド配列27
240位でCがTに置換され、
　 -　ＮｔｒＣファミリー転写制御因子（転写および翻訳制御）をコードする、クロスト
リジウム・アセトブチリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C3088遺伝子座、
ヌクレオチド配列3242900位でGがCに置換され、
　 -　推定膜タンパク質（膜タンパク質）をコードする、クロストリジウム・アセトブチ
リカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)のCA_C3309遺伝子座、ヌクレオチド配列3478
420位でCがTに置換され、
　 -　クロストリジウム・アセトブチリカムゲノム(ATCC824、Genbank: AE001437)の、ヌ
クレオチド配列3927304位でAがGに置換され、および、
　 -　ＮＣＡＩＲムターゼ（核酸代謝）をコードする、クロストリジウム・アセトブチリ
カムゲノムのCA_C0776遺伝子座、ヌクレオチド配列899104位でAがGに置換される。
【請求項２】
　請求項１に記載の菌株を少なくとも含んでなる、１，３－プロパンジオール（PDO）の
産生に有用なクロストリジウム・アセトブチリカムの集団。
【請求項３】
　唯一の炭素源としてグリセリンを含んでなる培養培地で、請求項１に記載の菌株、また
は請求項２に記載の集団を培養し、かつ、培養培地から産生される１，３－プロパンジオ
ールを回収することを含んでなる、１，３－プロパンジオールの産生方法。
【請求項４】
　１，３－プロパンジオールがさらに精製される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　培養培地中における前記グリセリン濃度が９０と１２０ｇ／Ｌグリセリンの間である、
請求項３または４に記載の方法。
【請求項６】
　前記グリセリン濃度が１０５ｇ／Ｌである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記グリセリンが、７０％より多いグリセリンを含んでなる工業用グリセリンにより提
供される、請求項３～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記工業用グリセリンが、バイオディーゼル生産の副産物である、請求項７に記載の方
法。
【請求項９】
　前記培養培地が、有機窒素を添加していない合成培地である、請求項３～８のいずれか
一項に記載の方法。
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